
「
医
史
学
と
私
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
私
が
医
史
学
を
本
格
的
に
や
り
出
し
た
の
は
そ
う
遠
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
学
生
時
代
（
昭

和
十
年
京
大
卒
）
か
ら
興
味
は
持
っ
て
い
た
。
先
輩
の
巴
陵
宣
祐
氏
（
大
正
十
五
年
京
大
卒
）
の
本
に
は
大
い
に
啓
発
さ
れ
て
愛
読
し
、
富
永

孟
氏
（
大
正
三
年
京
大
卒
）
の
『
世
界
医
学
史
」
を
学
生
時
代
か
ら
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
学
生
時
代
に
外
科
の
島
潟
教
授
が
講
義
の
合
間
に

ち
ょ
い
ち
ょ
い
医
史
学
の
こ
と
を
話
さ
れ
、
学
生
時
代
か
ら
師
事
し
た
倉
敷
中
央
病
院
内
科
医
長
松
原
良
一
先
生
（
大
正
六
年
京
大
卒
）
が
、

ラ
エ
ン
ネ
ッ
ク
や
ア
ウ
エ
ン
ブ
ル
シ
ガ
ー
や
ヴ
ン
デ
ル
リ
ッ
ヒ
の
話
を
さ
れ
た
こ
と
に
大
い
に
興
味
を
持
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
十

月
に
召
集
さ
れ
、
・
こ
の
時
は
一
時
帰
休
し
、
翌
十
三
年
六
月
に
応
召
、
十
七
年
十
二
月
迄
中
国
戦
線
に
引
張
ら
れ
た
の
で
、
医
史
学
と
は
全
く

無
縁
だ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
中
国
語
を
先
生
に
つ
い
て
習
得
し
た
こ
と
は
後
世
の
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。
昭
和
十
八
年
一
月
か
ら
十
九
年
八
月
迄

京
大
の
病
理
学
教
室
に
在
籍
し
（
病
理
学
と
内
科
の
大
学
院
に
は
昭
和
十
一
年
か
ら
入
学
し
、
研
究
は
一
応
完
成
し
て
い
た
）
、
附
属
医
専
の

講
師
を
し
て
い
た
。
こ
の
間
に
富
士
川
勝
先
生
の
『
日
本
医
学
史
」
、
小
川
政
修
先
生
の
『
西
洋
医
学
史
』
を
購
入
し
、
そ
の
他
医
史
学
的
な

逸
話
の
よ
う
な
本
は
一
応
目
に
付
い
た
も
の
は
入
手
し
た
。
富
士
川
先
生
の
『
医
術
と
宗
教
』
も
そ
の
頃
愛
読
し
た
。

こ
ん
な
わ
け
で
医
史
学
へ
の
興
味
は
学
生
時
代
か
ら
持
っ
て
い
た
と
申
し
て
よ
い
が
、
指
導
者
も
な
く
、
特
に
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
、
そ

の
後
医
史
学
と
は
縁
切
り
と
な
っ
た
。

そ
の
後
昭
和
十
九
年
八
月
か
ら
終
戦
迄
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
に
参
加
し
、
生
存
者
二
％
の
中
に
辛
く
も
入
っ
て
、
終
戦
後
か
ら
昭
和
二
十
一
年
八

医
史
学
と
私

守
屋
正

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
三
巻
第
四
号

昭
和
六
十
二
年
十
月
三
十
日
発
行
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会
長
、
学
術
担
当
理
事
、
府
医
師
会
事
圭

ら
、
こ
れ
が
と
ん
だ
お
見
舞
で
あ
っ
た
。

月
迄
日
本
軍
の
捕
虜
の
た
め
に
開
設
さ
れ
た
米
軍
第
一
七
四
姑
病
院
に
勤
務
し
た
。
病
理
学
専
攻
だ
っ
た
の
で
、
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
勤
務
で
、
顕

微
鏡
相
手
の
毎
日
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
大
学
を
辞
し
、
内
科
を
京
都
市
内
で
開
業
し
た
。

私
は
も
と
も
と
旧
制
高
校
（
六
高
）
時
代
か
ら
、
美
術
史
が
好
き
で
、
医
史
学
よ
り
こ
の
方
に
熱
中
し
た
。
こ
れ
は
小
学
校
時
代
（
大
正
十

年
頃
）
か
ら
親
戚
の
倉
敷
の
大
原
孫
三
郎
が
西
洋
の
画
を
ど
し
ど
し
購
入
し
、
息
子
の
総
一
郎
と
は
同
年
で
、
竹
馬
の
友
で
あ
っ
た
の
で
、
大

原
家
所
蔵
の
画
（
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
が
主
で
あ
っ
た
が
、
グ
レ
コ
や
セ
ガ
ン
チ
ー
’
一
も
あ
っ
た
）
に
深
く
親
し
み
、
中
学
の
終
り
頃
か
ら
画

家
の
伝
記
な
ど
を
読
ん
で
、
歴
史
の
面
白
さ
を
知
っ
た
。
こ
れ
が
後
年
医
史
学
に
は
役
に
立
っ
た
。
通
史
を
知
る
こ
と
を
第
一
と
し
た
か
ら
で

私
の
美
術
史
は
結
局
は
中
国
美
術
史
、
特
に
中
国
絵
画
史
が
興
味
の
中
心
と
な
り
、
中
国
絵
画
（
特
に
明
清
時
代
の
文
人
画
）
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
精
力
を
集
中
し
、
内
外
の
中
国
美
術
専
門
家
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
語
が
話
せ
た
の
が
利
点
で
あ
っ
た
。

医
史
学
と
の
関
係
は
そ
の
後
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年
四
月
に
京
都
で
第
十
九
回
日
本
医
学
会
総
会
が
あ
り
、
阿
知
波
五
郎
先
生
が
日
本
医
史

学
会
会
長
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
病
気
の
た
め
辞
退
さ
れ
、
大
阪
の
中
野
操
先
生
が
会
長
と
な
ら
れ
、
大
阪
で
医
史
学
会
総
会
が
開
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
太
田
典
礼
先
生
の
大
喝
が
京
都
府
医
師
会
に
落
ち
た
。

「
京
都
は
何
を
ぼ
や
ぼ
や
し
と
る
。
京
都
は
医
史
学
の
宝
庫
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
ぼ
ん
や
り
し
て
、
大
阪
に
医
史
学
の
学
会
を
と
ら
れ
る

の
を
恥
と
思
わ
な
い
の
か
。
京
都
に
あ
る
医
史
学
の
資
料
を
集
め
て
、
医
学
会
総
会
の
会
期
中
、
医
史
学
資
料
展
を
や
れ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
誠
に
的
を
射
た
忠
告
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
八
年
九
月
頃
、
私
は
眩
量
症
で
京
大
耳
鼻
科
に
入
院
し
て
い
た
。
あ
る
日
突
然
、
府
医
師

会
長
、
学
術
担
当
理
事
、
府
医
師
会
事
務
局
長
が
病
室
に
見
舞
に
来
た
。
「
こ
れ
は
こ
れ
は
お
揃
い
で
お
見
舞
と
は
恐
縮
の
至
り
」
と
申
し
た

聖
の
る
◎

来
年
四
月
の
医
学
会
総
会
の
時
に
府
立
総
合
資
料
館
で
一
週
間
「
京
都
の
医
学
史
展
」
の
開
催
が
理
事
会
で
決
定
し
た
か
ら
、
実
行
委
員
長

を
や
っ
て
く
れ
と
い
う
お
見
舞
で
あ
っ
た
。
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「
馬
鹿
た
れ
、
わ
し
が
眩
量
で
入
院
し
と
る
の
が
わ
か
ら
ん
の
か
、
第
一
わ
し
は
医
史
学
の
こ
と
は
何
も
わ
か
ら
ん
、
阿
呆
な
こ
と
を
言
う

な
」
と
烈
火
の
如
く
叱
り
飛
ば
し
た
。
所
が
敵
も
さ
る
も
の
、
仲
々
帰
ら
な
い
。
君
は
学
術
委
員
長
で
は
な
い
か
、
こ
ん
な
仕
事
は
学
術
委
員

長
が
や
る
の
が
当
然
と
理
事
会
の
決
定
だ
と
言
う
。
押
問
答
の
末
、
山
田
重
正
先
生
（
後
年
の
『
京
都
の
医
学
史
」
の
三
分
の
二
の
執
筆
者

で
、
多
年
の
医
史
学
資
料
、
殊
に
医
家
の
書
簡
、
墨
跡
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
有
名
）
と
宗
田
一
先
生
（
こ
ん
な
偉
い
人
が
京
都
に
居
ら
れ
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
）
が
全
面
的
に
応
援
す
る
と
言
っ
て
居
ら
れ
る
か
ら
と
、
と
う
と
う
多
勢
に
無
勢
で
押
し
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て

ニ
ワ
カ
医
史
学
者
が
強
制
的
に
産
ま
れ
た
次
第
で
あ
る
。

「
京
都
の
医
学
史
展
」
は
事
実
上
、
宗
田
先
生
と
山
田
先
生
と
坂
上
俊
之
氏
（
京
都
府
医
師
会
事
務
局
員
、
同
志
社
大
学
卒
、
日
本
医
史
学

会
会
員
）
の
三
人
が
主
に
な
っ
て
資
料
蒐
集
と
目
録
作
り
に
献
身
的
に
活
躍
さ
れ
た
と
申
し
て
よ
い
。
有
名
な
阿
知
波
先
生
は
病
弱
で
あ
り
、

性
格
的
に
極
め
て
謙
虚
で
、
脱
俗
的
存
在
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
展
覧
会
の
顧
問
的
役
割
を
さ
れ
、
所
蔵
品
は
い
ろ
い
ろ
出
品
し
て
頂
い
た
が
実

働
は
殆
ん
ど
さ
れ
な
か
っ
た
。
宗
田
先
生
と
山
田
先
生
と
坂
上
氏
の
大
活
躍
に
よ
り
、
京
都
や
滋
賀
の
医
家
の
旧
家
（
小
石
、
百
々
、
山
本
、

三
宅
、
伊
良
子
家
等
々
）
、
仁
和
寺
、
大
往
寺
な
ど
の
名
刹
、
京
大
文
学
部
の
所
蔵
品
及
び
医
学
部
所
蔵
の
富
士
川
文
庫
な
ど
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、
そ
の
借
与
を
お
願
い
し
た
。
山
田
先
生
の
所
蔵
品
は
六
十
点
位
墨
跡
を
出
品
し
て
貰
い
、
小
石
家
の
尼
大
な
所
蔵
品
が
中
核
と
な
っ

た
。
ま
た
宗
田
先
生
は
最
高
顧
問
と
し
て
所
蔵
品
を
多
数
出
品
し
て
下
さ
っ
た
。
私
も
一
カ
月
ほ
ど
で
退
院
し
た
の
で
、
仁
和
寺
へ
国
宝
の

『
医
心
方
』
五
帖
や
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
二
巻
を
拝
借
に
参
上
し
た
。
こ
の
国
宝
の
出
品
は
医
師
で
僧
侶
の
阿
部
野
竜
正
先
生
（
当
時
府
医
副

会
長
、
現
高
野
山
管
長
）
の
お
骨
折
が
あ
っ
た
。
阿
知
波
先
生
の
所
蔵
品
特
に
「
浅
沼
佐
盈
画
、
山
脇
東
洋
撰
文
」
の
「
蔵
志
図
」
の
大
幅
は

圧
巻
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
昼
夜
兼
行
で
、
展
覧
会
の
準
備
と
目
録
作
り
に
奮
闘
し
た
。
陳
列
に
は
一
週
間
位
か
か
っ
た
。
狭
い
ケ
ー
ス
の
中
に
入
っ
て
中
腰

で
飾
り
付
け
を
す
る
苦
労
は
や
っ
た
も
の
で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
私
は
ニ
ワ
カ
勉
強
を
泥
縄
式
に
や
ら
さ
れ
、
ヘ
ン
テ
コ
医
史
学
者
が
急
造

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
展
覧
会
は
想
像
以
上
に
大
成
功
で
、
伊
良
子
家
所
蔵
の
他
見
不
詳
の
孝
明
天
皇
毒
殺
の
文
書
な
ど
を
新
聞
が
大
食
的
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に
報
道
し
た
た
め
、
二
千
四
百
名
の
多
数
の
観
衆
が
来
て
、
湯
川
秀
樹
氏
な
ど
有
名
人
を
一
カ
ド
の
専
門
家
顔
を
し
て
（
内
心
可
笑
か
つ
た
が
）

案
内
を
し
、
武
見
太
郎
先
生
も
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
展
覧
会
の
た
め
の
染
に
来
洛
さ
れ
た
。
そ
の
時
私
を
医
史
学
の
専
門
家
と
誤
認
さ
れ
、
そ
の
年

の
秋
東
京
で
の
第
二
十
九
世
界
医
師
会
東
京
総
会
記
念
の
メ
イ
ン
イ
ヴ
ェ
ン
ト
と
し
て
「
日
本
の
医
学
史
資
料
展
」
の
実
行
委
員
の
一
人
に
さ

れ
る
原
因
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
武
見
先
生
委
嘱
の
実
行
委
員
は
四
名
で
、
小
川
鼎
三
、
大
鳥
蘭
三
郎
の
大
先
生
と
梅
沢
信
二
氏
（
会
場
主
）

と
私
で
あ
っ
た
。
最
高
権
威
者
の
中
に
シ
ョ
ポ
ン
と
チ
ン
ピ
ラ
が
入
れ
ら
れ
、
結
局
は
宗
田
先
生
の
全
面
的
ご
協
力
に
よ
り
、
う
ま
く
責
任
を

果
し
た
。
宗
田
先
生
は
私
ば
か
り
で
な
く
、
京
都
府
医
師
会
に
と
っ
て
の
大
恩
人
で
あ
る
。

こ
の
京
都
の
医
学
史
展
の
成
功
に
よ
り
、
京
都
府
医
師
会
が
全
国
で
も
有
数
の
医
史
学
研
究
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
。
そ
の
前
に
も
一
つ

面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
展
覧
会
の
慰
労
会
を
京
都
府
医
師
会
が
新
宮
涼
庭
旧
邸
の
「
順
正
書
院
」
（
料
亭
順
正
）
で
開
催

し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
順
正
書
院
の
上
段
の
間
に
は
、
小
川
鼎
三
、
中
野
操
、
宗
田
一
の
大
先
生
と
大
号
令
の
太
田
典
礼
先
生
が
坐
り
、
下

座
に
は
夫
々
実
行
委
員
が
並
ん
だ
。
阿
知
波
先
生
は
ご
遠
慮
さ
れ
て
下
座
の
方
に
坐
ら
れ
た
。
こ
の
時
太
田
先
生
の
大
喝
に
次
ぐ
大
忠
告
が
小

川
先
生
か
ら
あ
っ
た
。
温
厚
な
小
川
先
生
は
一
応
こ
の
展
覧
会
の
労
を
賞
さ
れ
て
、
．
つ
私
に
は
か
ね
て
か
ら
の
希
望
が
あ
る
。
そ
れ
は
山

脇
東
洋
の
観
臓
の
地
に
何
一
つ
記
念
の
碑
が
な
い
の
で
是
非
こ
の
際
、
観
臓
記
念
碑
を
建
立
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
言
わ
れ
た
。
全
く
以
て

ご
立
派
な
提
言
で
あ
り
、
ご
忠
告
で
あ
る
。

早
速
京
都
府
医
師
会
内
に
「
山
脇
東
洋
顕
彰
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
ま
た
私
が
そ
の
実
行
委
員
長
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
猛
烈

な
泥
縄
勉
強
で
あ
る
。
調
べ
る
と
、
山
脇
東
洋
観
臓
の
地
は
六
角
通
大
宮
西
入
の
旧
六
角
獄
舎
の
庁
前
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
同
窓
の
西
村
秀

雄
教
授
（
京
大
解
剖
学
）
が
数
年
前
そ
の
場
所
を
発
見
し
て
論
文
を
書
い
て
い
る
。
早
速
現
地
に
行
っ
て
染
る
と
、
財
団
法
人
京
都
感
化
保
護

院
の
敷
地
内
で
あ
る
。
こ
こ
は
刑
余
者
の
収
容
施
設
で
、
幕
末
に
横
殺
さ
れ
た
平
野
国
臣
ら
の
殉
死
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。
感
化
保
護
院
案
内

書
を
貰
っ
て
驚
い
た
。
理
事
長
は
旧
知
呪
懇
の
弁
護
士
熊
谷
康
治
郎
氏
で
あ
る
。
熊
谷
氏
は
有
名
な
刑
法
史
学
者
で
、
殊
に
幕
末
史
と
祗
園
の

歴
史
（
若
い
時
は
相
当
遊
ん
だ
ら
し
い
）
の
権
威
者
で
あ
り
、
幕
末
史
の
資
料
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
高
名
で
あ
る
。
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募
金
は
予
想
以
上
に
集
ま
っ
た
。
私
が
武
見
先
生
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
医
師
会
か
ら
直
ち
に
三
十
万
円
寄
贈
の
申
出
が
あ
っ
た
。

石
は
瀬
戸
内
海
の
大
島
の
花
崗
岩
を
用
い
、
設
工
は
全
て
大
徳
寺
東
門
前
の
藤
原
庭
石
店
に
注
文
し
た
。

期
日
通
り
に
碑
は
竣
工
し
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
七
日
に
山
脇
家
後
喬
の
山
脇
洋
二
氏
（
東
京
芸
大
教
授
）
の
令
孫
に
よ
り
除
幕
さ
れ
、
祝

賀
会
は
京
都
府
医
師
会
館
で
挙
行
し
、
特
別
講
演
を
医
史
学
は
小
川
先
生
に
、
六
角
獄
舎
に
関
す
る
刑
法
史
は
熊
谷
氏
が
し
て
下
さ
っ
た
。
こ

れ
で
小
川
先
生
の
ご
熱
望
も
達
成
さ
れ
て
ほ
っ
と
し
た
。

所
が
た
ま
た
ま
次
に
大
き
な
問
題
が
起
き
た
。
そ
れ
は
折
角
「
京
都
の
医
学
史
展
」
で
資
料
も
蒐
め
、
目
録
も
作
り
、
委
員
た
ち
も
仲
好
し

に
な
っ
て
、
意
志
が
疎
通
し
た
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
『
京
都
の
医
学
史
』
の
編
纂
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
大
仕
事
で
あ

る
。
こ
の
中
心
は
、
阿
知
波
五
郎
、
山
田
重
正
、
宗
田
一
の
三
先
生
で
あ
る
。
好
機
逸
す
勿
れ
と
全
く
息
を
つ
ぐ
間
も
な
い
。

南
側
に
移
し
整
備
し
た
。

実
は
建
碑
の
実
行
委
員
長
は
引
受
け
は
し
た
も
の
の
、
建
碑
を
す
る
場
所
の
土
地
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
一
番
頭
痛
の
種
で
あ
っ
た
。
そ

の
晩
、
早
速
熊
谷
氏
に
電
話
し
て
、
「
山
脇
東
洋
の
碑
を
建
て
た
い
の
だ
が
、
感
化
保
護
院
の
土
地
を
借
し
て
下
さ
い
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、

「
守
屋
さ
ん
、
何
を
今
頃
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
か
、
私
は
京
都
府
医
師
会
が
山
脇
東
洋
の
碑
を
も
う
建
て
る
か
、
も
う
建
て
る
か
と
待
っ
て

い
た
の
だ
。
無
論
異
存
は
な
い
、
喜
ん
で
場
所
を
無
償
で
提
供
し
よ
う
」
と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
第
一
の
大
難
関
は
め
で
た
く
落
着

し
た
。
次
は
主
催
団
体
の
承
諾
で
あ
る
。
大
阪
の
日
本
医
史
学
会
総
会
へ
出
席
し
、
中
野
会
長
に
主
催
団
体
の
承
諾
を
総
会
で
計
っ
て
頂
き
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
日
本
解
剖
学
会
は
西
村
教
授
に
、
日
本
医
師
会
は
武
見
会
長
に
と
承
諾
し
て
貰
っ
た
。
こ
れ
で
全
て
お
膳
立
が
出

来
、
次
は
募
金
活
動
と
碑
の
設
計
で
あ
る
。
建
立
、
除
幕
の
期
日
は
翌
五
十
一
年
三
月
七
日
（
屈
嘉
の
命
日
）
と
決
定
し
た
。

碑
の
設
計
は
私
が
担
当
し
、
文
字
は
中
央
の
「
山
脇
東
洋
観
臓
之
地
」
は
『
蔵
志
』
か
ら
一
文
字
宛
を
蒐
め
、
拡
大
し
、
碑
前
壁
の
説
明
文

等
は
全
て
宗
田
先
生
が
名
文
で
作
っ
て
下
さ
っ
た
。
同
時
に
誓
願
寺
に
あ
る
「
山
脇
東
洋
夫
妻
の
墓
」
と
有
名
な
「
解
剖
供
養
碑
」
も
保
存
修

理
す
る
こ
と
と
し
、
墓
に
は
上
屋
を
作
り
、
説
明
文
を
宗
田
先
生
に
顕
彰
会
の
名
で
作
っ
て
頂
き
、
墓
地
の
隅
に
あ
っ
た
解
剖
供
養
碑
を
墓
の
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こ
の
『
京
都
の
医
学
史
』
の
編
墓
に
関
し
て
は
、
他
の
人
が
書
く
か
と
思
う
の
で
、
略
記
す
る
に
止
め
る
が
、
総
企
画
は
宗
田
先
生
が
中
心

で
あ
っ
た
。
時
代
別
、
年
代
別
、
各
科
別
に
夫
々
に
私
も
入
れ
て
十
二
人
の
執
筆
者
が
分
担
し
た
。
阿
知
波
、
山
田
両
先
生
が
中
心
な
の
は
勿

論
で
あ
る
。
阿
知
波
先
生
は
病
身
を
お
し
て
大
奮
闘
し
て
下
さ
っ
た
。
今
や
両
先
生
と
も
他
界
さ
れ
た
が
、
両
先
生
が
居
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
大
著
述
（
資
料
篇
共
で
二
○
七
四
・
ヘ
ー
ジ
、
五
年
掛
り
の
大
事
業
、
毎
日
新
聞
出
版
文
化
特
別
賞
を
思
文
閣
出
版
は
受
賞
し
た
）
は
絶
対

実
現
し
て
い
な
い
。
よ
い
時
に
よ
い
企
画
を
し
、
実
行
し
た
も
の
と
つ
く
づ
く
思
っ
て
い
る
。
こ
の
執
筆
は
．
フ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
に
テ
ー
マ
を
貰

う
の
と
同
じ
で
、
病
弱
な
阿
知
波
先
生
の
ご
依
頼
に
よ
り
、
若
い
委
員
が
夫
々
分
担
執
筆
し
た
。
こ
の
こ
と
は
若
い
医
史
学
者
の
養
成
に
も
大

き
く
貢
献
し
た
。

も
う
一
つ
の
・
プ
ラ
ス
は
「
京
都
の
医
学
史
展
」
に
よ
り
、
医
史
学
の
興
味
が
京
都
府
医
師
会
員
の
中
に
起
き
た
こ
と
で
あ
る
。
京
都
は
戦
災

も
な
く
、
医
家
の
旧
家
も
多
い
の
で
、
次
々
と
資
料
が
医
師
会
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
北
小
路
家
の
「
安
芸
守
定
像
」
、
「
御
産
所
日
記
」
の
発
見

な
ど
は
こ
の
大
き
な
成
果
の
一
つ
で
、
『
京
都
の
医
学
史
』
に
は
こ
れ
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
は
も
と
も
と
そ
の
才
も
な
い
の
で
執
筆
は
せ
ず
、
監
督
の
よ
う
な
役
目
で
、
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
た
ら
、
阿
知
波
先
生
か
ら
、
「
安
土
、
桃

山
時
代
の
医
学
」
を
執
筆
せ
よ
と
の
ご
命
令
（
ほ
ん
と
は
ご
依
頼
）
が
あ
っ
た
。
但
し
曲
直
瀬
道
三
は
阿
知
波
先
生
が
書
か
れ
、
私
は
キ
リ
ス

ト
教
関
係
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
ま
た
俄
か
勉
強
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
阿
知
波
先
生
の
お
宅
に
は
何
度
も
伺
っ
て
居
り
、
極
め
て
泥
懇
だ

っ
た
の
で
、
先
生
も
頼
み
や
す
か
っ
た
ら
し
い
。
い
ろ
い
ろ
の
文
献
や
資
料
を
借
し
て
下
さ
っ
た
。
私
は
美
術
史
研
究
の
た
め
と
医
史
学
の
興

味
か
ら
戦
時
中
に
、
関
衛
著
『
西
域
南
蛮
美
術
東
漸
史
』
、
古
賀
十
二
郎
著
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
、
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
著
「
日
本
切
支
丹
宗

門
史
』
（
三
巻
、
岩
波
文
庫
）
な
ど
を
読
ん
で
い
た
の
で
、
こ
の
テ
ー
マ
は
興
味
も
あ
り
、
書
き
や
す
か
っ
た
。

早
速
海
老
沢
有
道
、
片
岡
弥
吉
、
岡
村
千
曳
氏
等
の
本
を
読
み
、
フ
ロ
イ
ス
の
『
日
本
史
」
も
一
通
り
揃
え
て
、
百
。
ヘ
ー
ジ
ば
か
り
を
書
い

て
責
任
を
果
し
た
。
も
と
も
と
東
西
文
化
の
交
流
の
問
題
は
好
き
で
、
無
宗
教
で
は
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
、
道
教
史
な
ど
は
そ
の
交

流
と
影
響
に
関
心
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
突
然
ス
。
へ
イ
ン
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
父
さ
ん
の
来
訪
を
受
け
た
。
こ
の
神
父
さ
ん
は
京
都
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産
業
大
学
の
教
授
（
ス
・
へ
イ
ン
語
と
ス
・
へ
イ
ン
史
）
で
、
日
本
に
帰
化
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
る
が
、
あ
る
医
師
の
紹
介
（
私
が
医
史
学
を
や
っ

て
い
る
と
言
っ
て
）
で
、
京
都
は
二
十
六
聖
人
発
祥
の
地
な
の
に
、
長
崎
に
は
殉
教
碑
が
あ
る
の
に
、
京
都
に
は
何
の
記
念
の
印
も
な
い
の

で
、
そ
れ
を
建
て
た
い
と
い
う
。
こ
う
な
る
と
ま
る
で
「
神
の
た
す
け
」
で
あ
る
。
そ
の
神
父
さ
ん
に
二
十
六
聖
人
の
こ
と
を
き
く
と
、
私
が

書
い
て
い
た
史
実
は
大
分
間
違
っ
て
い
た
。
大
阪
に
居
る
ス
。
へ
イ
ン
人
の
神
父
さ
ん
Ｑ
・
博
．
置
く
胃
の
園
弓
脚
』
且
骨
氏
）
の
最
近
の
研
究
を
い

ろ
い
ろ
教
え
て
貰
っ
て
、
ま
た
こ
の
建
碑
事
業
を
引
受
け
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
全
く
天
の
助
け
と
い
う
か
、
よ
い
時
に
よ
い
人
が
現

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
京
都
の
医
学
史
』
に
も
「
妙
満
寺
跡
に
建
て
ら
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
会
、
病
院
、
学
校
な
ど
の
見
取
図
（
一
五
九

四
’
一
五
九
七
）
（
図
１
）
を
そ
の
二
○
一
・
ヘ
ー
ジ
に
載
せ
る
こ
と
が
出
来
、
殊
に
桃
山
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
碩
学
カ
ル
ロ
・
ス
ピ

ノ
ラ
の
事
跡
を
詳
し
く
追
求
で
き
た
。
こ
の
碑
は
昭
和
五
十
四
年
七
月
十
四
日
に
ス
・
へ
イ
ン
大
使
、
京
都
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
、
前
記
の
ス
。
へ

イ
ン
人
の
神
父
さ
ん
な
ど
大
勢
の
列
席
の
も
と
に
、
私
が
除
幕
し
た
。
勿
論
場
所
の
交
渉
か
ら
碑
文
、
設
計
、
施
工
の
監
督
な
ど
一
切
私
が
し

た
。

‐
‐
‐
‐
」
．
｜
｜
｜

ス
見
露

。
■
■
■
■
■
「
：
：
Ｌ
弓
４
．
”
↑
堀
川
通
シ
の
旺
』
｜
う
夢
し
守
少
よ
》
｜
‐
与
一
ご
叩
青
１
フ
、
／
｜
Ｆ
Ｚ
Ｅ
一
時
日
勇
Ｆ
笥
辱
固
正
）

Ｎ
１
卜
Ｔ ’

四条

４
１

7 6J
7 6J

Ｆ
Ｄ
つ
り
へ
Ｈ

綾小路
ワ
］
Ｑ
Ｕ8

ス
見
露

Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
堀
川
通
シ
の
虹
こ
う
し
て
奇
妙
な
こ
と
で
即
席
且
つ
ヘ
ン
テ
コ
な
医
史
学
者
が
誕

Ｏ

ン
ど
Ｖ

ラ
な
Ａ

》
諏
皿
幸
嘩
虹
壬
細
嘩
準
唾
璋
塞
峠
噸
》
奄
州
諦
峨
桧
圭
剛
率
轆
塗
鋤
誇
挙
織

６
Ｉ
Ｊ
Ｉ
‐
岩
上
通

郵
感
趣
請
会
で
日
本
医
史
学
会
評
議
員
に
宗
田
先
生
の
ご
尽
力
で
推
薦
さ
れ
、

醒
会
判
恥
昭
和
五
十
七
年
の
第
八
十
三
回
日
本
医
史
学
会
会
長
を
仰
付
か
っ
て

ひ

鋤
磁
岬
睡
し
ま
っ
た
。
全
く
え
ら
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
猪
熊
通

会
フ
ナ
館
校
地
嫁
端
巻
池
睦
私
は
元
来
開
業
医
が
嫌
い
で
、
レ
ー
ル
ザ
イ
テ
の
人
間
に
な
ろ
う

韮
院
泡
院
父

者
１

と
思
っ
て
い
た
。
私
の
妻
は
女
医
で
昭
和
十
二
年
か
ら
市
内
で
開
業

峨
理
病
灌
病
榊
群
噸
禧
曠
図

し
て
い
た
。
所
が
私
の
知
ら
ぬ
間
に
、
昭
和
十
九
年
の
春
京
都
市
の
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学
区
の
在
郷
軍
人
会
の
分
会
長
に
さ
れ
て
し
ま
い
（
本
人
の
承
諾
な
し
に
）
、
数
ヵ
月
間
分
会
長
を
し
た
。
当
時
は
分
会
長
就
任
を
断
っ
た
ら
、

憲
兵
か
、
特
高
が
お
迎
え
に
来
る
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
原
因
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
Ｇ
項
で
公
職
追
放
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
止
む
な
く
教
授

に
す
す
め
ら
れ
て
、
追
放
の
前
に
辞
表
を
出
し
て
、
京
都
大
学
講
師
を
辞
任
し
た
。
そ
れ
で
一
介
の
開
業
医
に
な
り
、
女
医
の
妻
と
共
働
き
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
レ
ー
ル
ザ
イ
テ
に
い
て
、
教
授
に
な
り
、
学
会
の
会
長
を
一
度
は
し
て
み
た
い
夢
は
無
惨
に
つ
ぶ
れ
た
が
、
ひ
ょ
ん
な

こ
と
で
、
第
一
部
会
の
学
会
会
長
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
運
命
と
い
う
も
の
は
お
か
し
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
再
び
大
奮
闘
が
始
ま
っ

た
。
学
会
運
営
が
如
何
に
大
役
か
は
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
話
を
し
だ
し
た
ら
、
き
り
が
な
い
の
で
止
め
る
が
、
一
、
二
の
点

を
申
す
と
、
全
て
京
都
府
医
師
会
の
承
で
学
会
を
企
画
、
運
営
し
、
両
大
学
に
は
何
ら
の
応
援
も
頼
ま
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
医
学
史
展
、

建
碑
、
医
学
史
の
編
纂
の
た
め
に
知
ら
ぬ
間
に
府
医
師
会
の
中
に
立
派
な
組
織
が
出
来
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
町
衆
学
会
」
と
称
し

た
。
も
う
一
つ
は
会
長
講
演
を
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
医
の
倫
理
の
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
」
の
演
題
と
し
、
曲
直
瀬
玄
朔
の
延
寿
院
医
則
十
七

カ
条
の
中
に
キ
リ
ス
ト
の
影
響
あ
り
と
断
定
し
た
。
阿
知
波
先
生
よ
り
の
テ
ー
マ
を
私
な
り
に
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
特
別
講
演
は
山
田
重
正

先
生
と
宗
田
一
先
生
に
お
願
い
し
た
。
と
に
か
く
一
般
に
好
評
で
あ
っ
た
の
は
う
れ
し
か
っ
た
。

こ
の
医
史
学
の
功
績
に
よ
り
、
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
一
日
に
日
本
医
師
会
か
ら
最
高
優
功
賞
を
頂
戴
し
た
。
全
く
瓢
箪
か
ら
駒
が
出
た
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
美
術
好
き
で
、
海
外
へ
も
度
を
行
っ
た
が
、
医
史
学
を
や
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ジ
ャ
ン
ル
が
ひ
ろ
く
拡
大
し
、

イ
タ
リ
ア
で
も
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
を
訪
ね
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
ラ
イ
デ
ン
大
学
を
訪
問
す
る
よ
う
に
進
歩
し
た
。
ま
た
医
史
学
の
多
く
の
良
友
を
全

国
に
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。
医
史
学
を
や
っ
て
い
る
人
は
温
か
く
、
人
間
味
が
あ
り
、
考
え
方
が
深
く
、
立
体
的
で
あ
る
。

昨
今
は
私
の
興
味
は
美
術
よ
り
も
哲
学
や
宗
教
で
あ
る
。
殊
に
「
医
の
倫
理
」
を
医
史
学
的
に
眺
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
偶
然
の
こ

と
で
は
あ
っ
た
が
、
私
の
終
生
の
大
収
穫
と
感
謝
し
て
い
る
。
系
譜
調
査
や
古
文
書
読
み
は
出
来
も
し
な
い
し
、
性
に
合
わ
な
い
が
、
医
師
と

し
て
、
医
史
学
は
私
の
人
生
を
こ
よ
な
く
豊
か
に
し
て
く
れ
た
。

（
日
本
医
史
学
会
評
議
員
）

（91）525


